
ピア・サポート（仲間同士の
支えあい）のはじまり
　2003 年 3 月，患者仲間で再発
治療が始まったMさんが私にポ
ロリといいました．「ねえ，寺田さ
ん，病院内で患者たちが集まって
話せたらいいね」．その後，藤田保
健衛生大学病院（愛知県豊明市）の
外来診察室の入り口に，1枚のチ
ラシ掲示を出すことを許可してい
ただきました．「がん患者の交流
会の案内：X日 12時，“レストピ
アふじた”に集まります．お気軽
にご参加ください」．当日医療者3
名と患者20名の計23人が集まり
ました．ここで初めて出会った患
者たちみんなで会の名前を考え，
『わかば会』と命名されました．こ
の日，大学病院内で，『わかば会』
という患者会活動が始まったので
した．
　発足から毎月1回のおしゃべり
会が継続し，多くの患者さんの交
流の場となりました．活動してい
くなかで，何人かの仲間が天国に
旅立つのを見送る経験もしまし
た．発足から6年間の活動を経て
NPO法人化した2009年 9月，大
学病院の中で始まったがん患者交
流会は，地域の中でピア・サポー
ト活動をするNPO法人の活動へ
と変容していくことになったので
した．ある意味，これは“グルー
プの成長”といえるでしょう．

活動内容
　当初の毎月開催するおしゃべり
会は，それぞれの思いを互いにわ
かちあう交流会でした．ところが
悲しいことに，発足時の仲間Mさ

んが発足後半年で亡くなりまし
た．私たちはその死を悼み発足の
きっかけをつくってくれたMさ
んを追悼するために，1周年記念
行事に追悼コンサートを開催しま
した．このとき多くの患者さんが
来場してくれたことに驚きまし
た．このことをきっかけに，私た
ちは恒例行事として音楽で患者仲
間を癒し，サポート仲間の輪を広
げようと，“医療者と患者のハー
モニー”をテーマに『輪の和』コ
ンサートを開催するようになりま
した．発足から今日までの 10 年
間 に，35 回 実 施 し ま し た．
「えっ？　そんなにたくさん？」と
思うくらいです．
　当会の自慢でもあるオリジナル
性の高い活動は，2006 年からが
ん患者向けのサポートプログラム
を実施していることです．私は，
学生時代に人間関係科トレーニン
グや教育ファシリテーションスキ
ルを学びました．このノウハウを
ベースに活かし，さらにオースト
ラリアのガウラー財団で体験した
プログラムを応用して私の実施可
能なプログラムを開発し，実践を
開始したのです．テーマには，“私
が私らしく生きるために”を掲げ，
がん患者のこころのセルフケアや
自己実現をめざしています．これ
までの参加者総数は1,000名を超
えました．この取組みは，2008年
に朝日新聞に大きく取り上げられ
ました．2010 年からは群馬県草
津温泉や鹿児島県与論島にて滞在
型のサポートプログラムも開始
し，好評を得ています．今年も実
施します．

　最近の活動として3つの柱があ
ります．①あいち健康プラザ（愛
知県知多郡東浦町）で 2カ月に 1
回，気楽に参加して楽しめる 1日
プログラム（ウォーキング，ラン
チおしゃべり会を楽しむ）を開催
しています．②前述の音楽で人と
人が繋がることを目的とした『輪
の和』コンサートは，ピア・サポー
ト活動を紹介する場作りの位置づ
けで展開しています．会場では活
動紹介をして，活動支援をお願い
する機会にもなっています．③本
格的なサポートプログラムを自然
豊かな開催地で（群馬県の草津温
泉と鹿児島県の与論島）で実施し
ています．プログラムは2泊3日
で現地集合，参加費は実費．プロ
グラムは自由度を大切にして進行
するので，参加者は日常から離れ
て自然を満喫できることでリフ
レッシュできることも効果的で
す．現地で行うグループワークは
自己実現や感受性開発をテーマ
に，各自が自己実現に向かえるよ
うにアプローチするファシリテー
ションを基本として実施していま
す．2013 年は草津温泉にて春と
秋の 2回，2泊 3日のプログラム
を実施します（開催の情報は，
http:／／aichipeer.com）．
　私の平均的な活動としては，午
前中はパソコンに入ってくるメー
ルの返事や事務作業，そんな途中
にも電話で相談も入ります．でき
る限り対応しています．来る者拒
まずで，ほとんど対応しています
が，これは年中無休の無料相談を
しているに等しく自慢すべきこと
かもしれません．1年ほど前から，

医学のあゆみ　Vol. 247 No. 7　2013. 11. 16｜649

サバイバーの時代� Vol.8（最終回）

ピア・サポート実践10年のふりかえりと 
未来構想

寺田佐代子／てらださよこ
NPO法人ぴあサポートわかば会理事長

地域におけるがん患者仲間同士の支えあい
◎このシリーズでは，がん患者のピア
サポートの現状を，おもに患者会にお
いて実践されている方がたに，患者の
視点から紹介していただきます．

シリーズコーディネーター：
寺田佐代子／
NPO法人ぴあサポートわかば会
堤　寛／
藤田保健衛生大学医学部病理学



40 代の女性から電話があり，抗
がん剤治療を終えたところ自宅に
いて不安感があるというので，何
度も電話やメールでのやりとりを
していました．ある時，「うちに遊
びに来て」と言うのです．そう求
められれば行くしかないかなと，
実際にその人の自宅にお邪魔して
数時間おしゃべりすることもあり
ました．このような自由なピア・
サポートをしながら仲間と交流し
ていくうちに，私自身にとっても

“ピア（peer）は，まさに仲間・友
だちである”と実感する場合が多
いのです．

活動の課題
　課題はなんといっても，NPO
法人として成り立っていくための
運営経費の調達でしょう．当初は
会費制にしていましたが，患者さ
んから徴収するのもなんだか心苦
しいし，実際，毎年請求するにも
郵送，確認作業もいるので実際は
大変だとわかり，今は賛助会員募
集と募金箱での寄付金集め，そし
て毎年企業にも寄付をお願いする
趣意書を 50 社くらいに送り，そ
のうちの 15 社くらいが寄付をく
ださるという具合になっていま
す．年間，募金と寄付金で 300 万
円くらい集めるのがやっとです．
これですべてをまかなうというこ
とは，人件費は出せる金額ではな
いことは想像できますよね？　目
下のところピア・サポート活動
は，がん患者当事者の任意の無償
活動なのです．
　私にとって仲間支援は自主的行
動であり，仲間支援活動して給料
を貰おうとは思っていないので，
なんの違和感もありません．仲間
支援をするなかで，仲間の笑顔を
みることができたときの喜びはお
金に換算できるものではないので
す．
　しかし，NPO 法人として，仲間
支援活動を社会貢献活動として継
続していこうとしたとき，やはり

事務局経費，通信経費，事業費は
必要不可欠です．収益事業も努力
して行うべきです．また，寄付金
を得られる団体になるには，まず
社会的ニーズに応える活動とし
て，地域に根差したがん患者仲間
同士の支えあいであるピア・サ
ポート活動をしている団体として
多くの人に信頼してもらえる組織
になることが大前提でしょう．

キャンサー・サポート未来構想
　私はオーストラリア，アメリ
カ，カナダのキャンサー・ケア・
システムを体験しました．オースト
ラリアではガウラー（Gawler）財団の
サポートプログラムに参加しサ
ポートプログラムの存在を知り，
サバイバーの努力に驚きました．
アメリカ・ワシントン D.C.では，
Wellness Community のオフィス
を訪問しました．たったひとりの
患者からスタートしたサポートが
今や全米に普及しているという組
織の説明を受け，ああここにもや
はりサバイバーの努力があったの
だと感動しました．アメリカは企
業寄付も多いようで，サポートは
無償提供で運営スタッフは有給で
した．カナダ・オンタリオ州の
キャンサー・ケア・システムでは，
市民活動としてサバイバーが中心
となってイベントを主催して寄付
を募るのですが，それを市民全体
が応援しているようすでした．多
くの市民が退職後キャンサー・ケ
ア・システムのボランティアにか
かわって活動している姿を視察
し， 市 民 活 動 と し て の キ ャ ン
サー・サポートの充実ぶりを知
り，羨ましく思いました．
　このように私は，患者会発足後
3 年の 2006 年から海外に学びを
求めたのですが，とくに参考に
なったのはガウラー財団のサポー
トプログラムです．10 日間の滞
在型のプログラムは非常によく工
夫されていて，最終日に向けて，
がん患者を自己実現にアプローチ

していく見事なファシリテーショ
ンをベースにした手法でした．そ
の素晴らしさに感動すると同時
に，日本の遅れを感じました．私
は日本にサバイバーによるサポー
ト・プログラムが存在していない
ことに愕然とし，真剣にこの先駆
的なサポートプログラムを学ぼう
と思ったのです．2006 年から足
かけ 4 年にわたってオーストラリ
アに通い，サポートプログラムの
全種類を体験したことで，私なり
に実施できるサポートプログラム
開発をすることができました．ガ
ウラー財団ではリーダートレーニ
ングも受けたので，サポートプロ
グラムを実施するリーダーとして
の認証も得ました．ガウラー財団
で出会ったニュージーランドの仲
間から，「2013 年 11 月にプログ
ラムを開催する．来ないか？」と
連絡が来ました．私は参加する予
定です．
　2013 年は，ガウラー財団のプ
ログラムを真似て滞在型のサポー
トプログラムを実践して 7 年目に
なりますが，毎回，参加者がポジ
ティブに変容するのを目の当たり
にするたびに手ごたえを実感して
います．まだまだ発展途上です
が，さらに充実させていきたいで
す．
　日本のがん患者支援のなかでサ
バイバーによる活動も盛んになっ
てきましたが，私がオーストラリ
ア，アメリカ，カナダの様子と比
較して感じるのは，日本のサバイ
バー，患者会リーダーは非常に献
身的であることです．これは日本
の素晴らしい点かもしれません．
地域のがん患者団体は仲間支援の
ために，自助，共助のために，地
道にとてもよくがんばってきてい
ます．しかし，社会貢献活動の担
い手になるには，主体性をもち，
活動を自主運営していくノウハウ
を養う必要があると感じています．
　近年，がん患者が増加するな
か，サバイバーの活躍も期待され
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るようになり，社会貢献事業とし
てピア・サポートを発展させてい
こうとする動きがあります．そこ
では，サバイバーはまさに活動実
践者であるのですから，あくまで
主体的に行動しなくてはなりませ
ん．
　今こそ当事者であるサバイバー
は，これまでに自分たちが地道に
行ってきた仲間支援活動を最大自
己評価して，「私たちはこんなに
もしてきた！」と，自信をもって

積極的に情報発信しながら主体性
を守って活動していくことが大切
でしょう．地域のニーズにかなう
必要なサポートを実施してくれる
団体であると評価されるようにな
れば，必ず信頼されて，応援して
くれる人も増えます．必然的に賛
助会員や寄付が集まり運営しやす
くなるでしょう．
　当事者であるサバイバーが主体
的・積極的に活動展開すれば，地
域のニーズにあった内容が自然に

確立できると信じています．つま
り，われわれのような小さな地域
の団体こそが，さらにもっと地道
に着実にがんばっていけば，必ず
地域で支持され信頼されます．そ
うなることがまず大切で，それが
全うできれば，地域のがん患者支
援としてのがん患者仲間同士の支
援は必ず充実します．その結果，
当然ながら日本全体もよくなる
と，私はそう信じます．
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